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ヘッドライン　市民として必要な基礎・基本の化学ⅩⅥ 
児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか
　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑
問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テー
マのもとに企画してきた。16 回目の今回も，昨年と同様に「人間（人格）形成と化学」の
視点に立って，副題『児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか』を設定し，
さまざまな教育現場での多様な思考ならびに実践について紹介する。
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学校のオンライン化の在り方に向けた今後の工夫
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次号ヘッドライン 遠隔授業を考える

　徳島大学理工学部は，理学系及び工学系の多彩な分野を網羅した全 8コース（数
理科学，自然科学，社会基盤デザイン，機械科学，応用化学システム，電気電子シ
ステム，知能情報，光システム）で構成されており，西日本最大級の規模を誇りま
す。
　次世代に生きる素養を身につけ，イノベーションを創出する人材の育成を目指す
基盤教育とともに，理工学部共通講義棟に輝く LED大時計に象徴されるように，
地域の産業に根ざした先進的な光応用技術の教育研究も大きな特徴です。

表紙の言葉　徳島大学理工学部


